
�

耐火レンガ用

クロム鉄鉱

山田正春

含クロム鉱物は多く存在するが多量に濃集して鉱石

をなすのはクロム鉄鉱のみでその地やや多く産するも

のに灰格柘榴石室泥石などの含クロム珪酸塩鉱物が

あるがもちろんこれらのみで鉱石を形成することは全

くない.クロム鉄鉱は尖晶石族に属し一般に(Mg,Fe)

O･(Cr,Al,F｡)主O｡で表わされる.そして成分的に

鉄クロム鉄鉱(FeO･C･芭O･)分子に富むものとピクロ

クロム鉄鉱(MgO･Cr垂O呂)尖晶石(MgO･A1･O･)分子に

富むものに2大別され後者が耐火レンガ用に供される

わけである.さらに鉱石は縞状鉱斑状鉱塊状鉱

に3大別されこれらは濃集の程度や組織などによって

細分される､耐火レンガ用に供される鉱石は鉄合金

用化学用の鉱石に比しCr203の含有量は低いが

A1･08やMgOの適度な含有によって耐火度および荷

重軟化点が高いので耐火材料として好適で普通Cr203

30～35%A120320～28%M9017～23%各前後を含

有しSi02が数%以下のも?が好まれ大体Cr203カミ

38%以上となると耐火度が低下する1

用途および鶏給

クロム鉄鉱が陶磁器の紬薬として渋味の横溢した色調

が尊重されたのはむかしのことで今では鉄鋼用化学

用耐火レンガ用などとして近代工業の重要な原材料と

なっている.クロム鉄鉱が1886年にイギリスで始

めて耐火レンガ用として利用されて以来ほとんど中性

レンガとしてのクロｰム質レンガの原料であった.し

かし第2次大戦前後にドイツおよびややおくれてア

メリカたどにおいてクロｰム質レンガとマグネシア

質レンガのおのおのの欠点を補強して性質のすぐれた

クロｰム･マグネシア系耐火レンガが実用化され製鋼

用平炉などに全塩基性平炉の実現をめざして発達してき

た.わが国では昭和25年頃から次第に使用されるよう

になり用途もつぎのように拡大されてきた.珪石レ

ンガが炉材としての価値を著るしく低下したのもこの頃

からである.

a.製鋼用平炉の耐火レンガ

b.セメント製造用ロｰタリｰキルン石灰およびドロマイ
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第2表耐火レンガ用鉱肩の化学成分

ト焼成用シャフトキルンなどの熱間焦点

C.焼成燐肥製造用など各種の電気炉および黒化炉の炉材

d.その他製紙のスメルタｰなど

最近4年間のクロｰム･マグネシア系耐火レンガの

生産実績および耐火レンガ用鉱石の消費実績は第3.

4表の通りである.なおクロｰム･マグネシア系耐火

レンガには焼成不焼成電鋳の3つの製造行程があり

またマグネシアクリンカｰの量が50%以下の時はクロ

･マグ質以上の時はマグ･クロ質と称される.

第3表で明らかなようにマグ･クロ質の生産量は逐

年著しく増加しているカミクロ･マグ質は減少の傾向に

あり'全般には1960年までは漸増の傾向となっている.

またこのために年間約10万トンの鉱石カミ消費されている

が国産鉱石の比重が次第に大きくなってきている.

輸入鉱石の実績は第5表の通りでこれは各用途を含め

年度クロｰム質クロ'マグ.

マグ質クロ質

�������〳�㈴�

�������㌵���

第3表クロｰ
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ム･マグネシ

19609.61558.291147,047ア系耐火レン

ガ生産実績

(耐火レンガ協会の資料による)

産1クロ･マグ質には各年平均200トンの電鋳レンガを含む

年度�消費量�内訳�

��国産鉱石受入�輸入鉱石受入
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(耐火レンガ協会の資料による)

注:内訳の計が消奴盤に一致しないのはストックの関係による

第4表耐火レンガ用鉱肩の消費塞績

鉱物名

鉄クロム鉄鉱

ビクロ･クロム鉄鉱

化学式

Fe0･Cr晶03

Mg0･Cr203
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5.7～8.55

熔融淋度

(℃)

2.1着8
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約2.350

熔解個1
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Fe30{とタ三全=闘共箒

紲

Mg0･Al･0三と完全胴熔

注:*1印はClarklAlleyおよびB固d雷er(1931)に*2は誰木洋一憾業協会誌Vol.70,No.804.1962)による

第1表スピネル族会クロム鉱物の鉱物学的および物理的性質�
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第5表鉱万の輸入実績

(耐火レンガ協会資料)

た全輸入量である.ヒの内

訳は1959年度を例にとれ

ばフィリピンの158,506ト

ンを筆頭に中央アフリカの

26,903トンインドの26,030

第6表世界の生産量

トン等がおもなもので計11(Min｡｡｡1.Y｡｡｡b｡｡kによる)

カ国から輸入されている.フィリピンにはサンバレ

ス州(Zanbales)のアコエ(Acoji)マシンロック(Masin1oc)

の両鉱山が主要な産地で前者は鉄鋼用後者は耐火レ

ンガ用に供せられわが国の耐火レンガ用輸入鉱は現

在ではすべてマシンロック鉱山産の鉱石で全輸入量の

約4割にあたる.

生産鑑と産状

世界のクロム鉄鉱の年産は400万トン程度とされてい

るがおもな産地はソ連南ア連邦南ロｰデシア

トルコフィリピンニュｰカレドニアなどで1959年

を例にとればベストテンは第6表のとおりでわが国は

第11位に位する.このうち耐火レンガ用としてはフ

ィリピンキュｰバギリシャなどが著名な産地で世

界における有数の供給源となっている.わが国の最近

4年間の生産実績は第7表に示したが40%以下の鉱

石はすべて耐火レンガ用として利用されている.

クロム鉄鉱はかんらん岩蛇紋岩などの超塩基性岩中

にのみ産しその他の岩石中にはたとえ超塩基性岩の至

近距離にあるものにでも全く存在しない.また世界に

おける主要た鉱床はほとんどが斑状鉱および塊状鉱か

らなる鉱床である.わが国にも多くの産地が知られて

いるが耐火レンガ用鉱石の鉱床は中国脊梁地区に集中

し現在稼行中のものは下記4鉱山でその他品川関宮

広瀬鉱山:鳥取県目野郡日南町一広瀬鉱業KK

若松鉱山:鳥取県目野郡〃一目本クロｰムKK

目野上鉱山:〃〃伯前町一日鉄鉱業KK

高瀬鉱山:岡山県阿哲蔀新郷町一広瀬鉱業KK

鉱山(兵庫県養父郡関宮村)他2･3の鉱山で不定期に少

量の出鉱がある程度である.鉱床の詳細は省略するカミ

広瀬鉱山は品位30～35%の塊状鉱を主として高瀬鉱山

は32～40%のやや品位の高い塊状鉱を若松鉱山は品位

28～33%の主として根粒の斑状鉱を産する鉱床である.
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国別�'生藍量

ソ連�880,OOO

南ア�696,050
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南ロｰデシア�618,841

トルコ�524,000

フィリピン�458,903

アルバニア�221,800

アメリカ�143,795

ユｰゴ･スラビア�125,188

インド�67,668

二旦一カレド.ニア�52,249

日本�46,078

�40%以上の鉱石��40%以下の鉱石��
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第7表本邦の生産実績(鉱業すう勢による)

とくに広瀬鉱山の鉱床は母岩の内部構造に支配され

かつおおむね斑板岩質優黒岩類を伴って南に30～50｡の

落しをもって胚胎する鉱床群で個々の鉱床はおおむね

レンズ状をなすことが多く規模は最も大きいもので

走向方向に90m傾斜延長30m厚さ最大20mにおよぶ

きわめて優勢なものである.また高瀬鉱山は数年来鋭

意探鉱につとめた結果旧中央鉱床の南位に数千～2

万トン級の数鉱体を発見しすでに総計数万トンの確定

鉱量を把握して生産量も増大している.

今後の問題点

クロム鉄鉱床は不規則でまた一般に小規模なものが

多く探鉱および稼行にあたって困難な点が多い.多

くの鉱山がほとんど小さな企業形態であることも多分

の問題を含む.しかし重要な問題はクロｰム･マグ

ネシア系耐火レンガの重要な用途である製鋼用平炉が近

時酸素製鋼法の普及とともに次第に転換しつつあること

である.酸素製鋼法の炉材はドロマイト質のものが

使用されているが平炉の炉材としてのクロｰム･マグ

ネシア系耐火レンガの需要の漸減が当然予想されるので

今後に多分の問題があるといえる.

主要耐火物の特性と用途:特性)(用途〕

�11鞠強度鰯圧醐磨馴犬�螂炉炉聖天井アｰチ

珪石質耐火物�到鵬辮搬高繊脹係滋･1�チェッカｰ硝子橋驚磁炭炉

�31比重小�

�11閉質1成分性質〕ω棚犬�一般餉胴途

胎土質耐火物�到熱膨膿鰍雛小�剖二特異雌質を要しない場合

�割高温強度小�

�一臓火度商い�缶鱗鰍蛙重

商アルミナ莇火物�2:各繊溝1=対する抵抗犬�寺殊鋼用取鍋内張スト'パｰ･

�副機榊強度大�廻転窯繊静内張

�41比重熱伝鞍大�硝子橘窯其他

�1胴火度荷重乾化繊煙めて高�

�い�電弧炉

炭素質耐火物�21無電気伝導度犬�高炉炉底1哨〕

�31各鰍棒に対する抵抗犬�珊塙

�引綱で酸化L易い�総スト■ソパｰ

�1:鰍麟い舳強度小�雛虐基麟醐の絶縁

クロム質耐火物�別化学的にほとんど中性�石灰賊麟内張

�副餓急変に対する抵抗小�

�11献度荷鰍化搬商い�童鋤1平炉電弧炉化学窯炉

7#ルステライト質耐火物�2順塘理性�

�割熱伝搬小変質剃雛あll�織鍋燃夙天件アｰチを含む〕

�ω献度荷鰍化測嫡い�

クロム･マグネシア�21堰雄鉱捧等に対する抵抗大�童基性平炉花弧炉

質耐火物�割雛急変1二村する抵抗大�廻転窯賊館内張

甲グネシア･クロム�41比重大�磁鍋榊炉

�劃成分緬囲が広い�

�11献度高い舳で触1=翁い�艘惟製謂炉

�2順基性鉱溝等に対†る抵抗大�

マグネシア質酢火物��遭転窯焼㈱納帳

�訓繊の急変及ぴ水練1二弱い�

�41比重大�

�1胴火贋商い�蝕性平炉電気炉

�2雌雄鉱溝靴対する猛杭相当�

ドロマイト質耐火物�大�転炉

�31鰯が多い�
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